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ご使用の前に

ご使用の前に
本章では、EPSON Advanced Printer Driver 6 ( 以降 APD6) をご使用いただく前に知っておいていただき     
たい情報について説明しています。

APD6のパッケージ
APD6は、以下のパッケージで構成されています。
• プリンタードライバーパッケージ 
TMプリンターの機種ごとに用意されるパッケージです。プリンタードライバーをインストールするとアプ
リケーションソフトから簡単に印刷することができます。以下のマニュアルを収録しています。

• 導入ガイド 
APD6 のインストール、TM プリンターの登録、プリンタードライバーを自動的にインストールする方  
法などを説明しています。

• 設定ガイド 
APD6の使用方法と機能について説明しています。

• プリンター仕様 
TMプリンター機種ごとのプリンタードライバーの仕様を説明しています。

• StatusAPI パッケージ 
APD6専用の TMプリンター共通のパッケージです。Status API を使用してTM プリンターを制御する   
アプリケーションを開発したり、APD6 と他のエプソンドライバーと共存させたりする場合にインストー
ルする必要があります。以下のマニュアルを収録しています。

• Status API ガイド（本書） 
Status API を使い、アプリケーションソフトから TM プリンターのステータスを取得する方法を説明   
しています。TM プリンター機種ごとに使用可能な API などの仕様は、プリンタードライバーパッケー
ジに含まれる「プリンター仕様」マニュアルを参照してください。

• サンプルプログラムパッケージ 
APD6 専用の TM プリンター共通のパッケージです。TM プリンターの制御・印刷するアプリケーション
を開発するための、サンプルプログラムとソースコードを収録しています。マニュアルはありませんが、プ
ログラムを説明したHTMLファイルを収録しています

最新版のダウンロード

本製品の最新版は、下記のURL からダウンロードできます。
www.epson.jp/support/
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ご使用の前に

マークの意味

Q 参考 補足説明や知っておいていただきたいことを記載しています。
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APD6の概要

APD6の概要
APD6の特長

APD6 は、エプソン の TM プリンター専用のWindows プリンタードライバーです。
StatusAPI パッケージをインストールすることで、以下の機能を実現できます。
• エプソンの他のドライバー(OPOSなど ) を使用するアプリケーションと、TMプリンターを共有できます。
アプリケーションの排他制御は、ドライバー側で自動的に行うので、アプリケーション側で制御する必要は
ありません。

• TMプリンターのステータスAPI を使用して、アプリケーションからTMプリンターの機種情報を取得した
り、TMプリンターを制御したり、TMプリンターの状態を取得したりできます。

• .NET 環境のアプリケーションでも、TMプリンターのデバイスフォントを使用した印刷ができます。

用語説明

用語 説明
ASBステータス Auto Status Back の略で、 TM プリンターの機能の一部です。TM プリン   

ターの状態が変化 ( カバー開閉 /用紙なし / 印刷終了など ) したときに、TM
プリンターから自動的に送信されるステータスです。
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APD6の概要

動作環境
APD6の「導入ガイド」を参照してください。

StatusAPI パッケージの必要なソフトウェア

Status API パッケージは以下の場合にインストールしてください。
• Status API を使用して TM プリンターを制御するアプリケーションを開発する場合
• 同じコンピューター上でAPD6と以下のエプソン製ソフトウェアのいずれかと使用する場合

サポート TMプリンター

インストールされている APD6 がサポートしている TM プリンターです。詳細は、インストールされている
プリンタードライバーパッケージに同梱されている、「TMプリンター仕様」を参照してください。

ソフトウェア名 対応バージョン
EPSON Advanced Printer Driver 4 Ver.4.56 以降
EPSON Advanced Printer Driver 5 Ver.5.09 以降
EPSON OPOS ADK Ver.2.68 以降
EPSON OPOS ADK for .NET Ver.1.11.20 以降
EpsonNet SimpleViewer Ver.2.30 以降
TM Virtual Port Driver Ver7.10a 以降
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開発言語

Win32
• Visual C++

.NET
• Visual Basic .NET
• Visual C#

StatusAPIパッケージのインストール
StatusAPI パッケージのインストール方法は以下のとおりです。

1 StatusAPIパッケージのインストーラー(APD6_StatusAPI_x.exe)をダブルクリック
してインストールを開始します。

2 画面の指示に従ってインストールします。

3 プリンタードライバーパッケージをインストールしてからプリンターを登録後、
StatusAPI パッケージをインストールした場合は、通信ポートを切り替えるために印刷
を実行してください。

以上でStatusAPI パッケージのインストールが完了しました。

アンインストール

StatusAPI のアンインストールは「導入ガイド」を参照してください。StatusAPI パッケージは、単独でア 
ンインストールすることはありません。
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Status API の使い方 

Status APIの使い方
本章では、Status API を使ったアプリケーション開発環境の構築、プログラミング方法を説明しています。

環境の構築
Status API を使ったアプリケーションの開発環境の構築は、開発ツールによって違います。
Visual C++: 8 ページ
Visual Basic .NET: 9 ページ
Visual C#: 10ページ

Visual C++
Visual C++での開発環境構築例を示します。

1 Microsoft Visual C++ を起動すると、ソリューションエクスプローラーが表示されま   
す。

2 Status API の定義ファイル (EpsStmApi.h) をコピーし、アプリケーションを開発する 
作業フォルダー (プロジェクトを作成したフォルダー )に貼り付けます。
ファイルの保存先
32 bit OS: "C:￥Programfiles￥Epson￥Advanced Printer Tool￥StatusAPI"
64 bit OS: "C:￥Program Files(x86)￥Epson￥Advanced Printer Tool￥StatusAPI"

3 Source File を開きます。#include ディレクティブを使ってEpsStmApi.h を定義しま  
す。 
定義方法 : #include "EpsStmApi.h"

4 Visual C++の環境が整います。Status APIを使ったアプリケーションを開発できます。

Q 参考
ここでは、Visual Studio 2017で説明します。
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Visual Basic .NET
Visual Basic .NET での開発環境構築例を示します。

1 Microsoft Visual Basic .NET を起動すると、ソリューションエクスプローラーが表示   
されます。

2 ソリューションエクスプローラーの[参照設定]を右クリックし、[参照の追加]を選択しま
す。

3 「参照の追加」画面が表示されます。[参照 ]タブをクリックします。

4 [ ファイルの場所 ]を以下にします。
32 bit OS: "C:￥Programfiles￥Epson￥Advanced Printer Tool￥StatusAPI"
64 bit OS: "C:￥Program Files(x86)￥Epson￥Advanced Printer Tool￥StatusAPI"

5  [ ファイル名 ] に "EpsonStatusAPI.dll" を入力し、[OK] をクリックします。

6 ソリューションエクスプローラーの [参照設定 ]-[EpsonStatusAPI] を選択し、プロパ
ティーの [特定バージョン ]を "False" にします。

7 ソースコードに、Imports ステートメントを使って、以下を記述してください。 
Imports com.epson.pos.driver

8 Visual Basic .NETの環境が整います。Status APIを使ったアプリケーションを開発で   
きます。

Q 参考
[ 参照設定 ] の項目が表示されない場合、ソリューションエクスプローラーの上の [ すべての
ファイルを表示 ]アイコンをクリックしてください。



10

Status API の使い方 

Visual C#
Visual C# での開発環境構築例を示します。

1 Microsoft Visual C# を起動すると、ソリューションエクスプローラーが表示されます。

2 ソリューションエクスプローラーの[参照設定]を右クリックし、[参照の追加]を選択しま
す。

3 「参照の追加」画面が表示されます。[参照 ]タブをクリックします。

4 [ ファイルの場所 ]を以下にします。
32 bit OS: "C:￥Programfiles￥Epson￥Advanced Printer Tool￥StatusAPI"
64 bit OS: "C:￥Program Files(x86)￥Epson￥Advanced Printer Tool￥StatusAPI"

5 [ ファイル名 ] に "EpsonStatusAPI.dll" を入力し、[OK] をクリックします。

6 ソリューションエクスプローラーの [参照設定 ]-[EpsonStatusAPI] を選択し、プロパ
ティーの [特定バージョン ]を "False" にします。

7 ソースコードに、using キーワードを使って、以下を記述してください。 
using com.epson.pos.driver

8 Visual C# の環境が整います。Status API を使ったアプリケーションを開発できます。

Q 参考
[ 参照設定 ] の項目が表示されない場合、ソリューションエクスプローラーの上の [ すべての
ファイルを表示 ]アイコンをクリックしてください。
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Status API の使い方 

Status APIの種類
以下のStatus API が用意されています。Status API の詳細は、18ページ「Win32 API リファレンス」を   
参照してください。

Q 参考
TMプリンターの機種によって使用できるStatus API が異なります。 
機種ごとに使用できるStatus API、取得できる情報の詳細は、「プリンター仕様」を参照して 
ください。

用途 Status API 説明
Status APIの開始/終了 BiOpenMonPrinter 指定した TMプリンターで Status API の使用を 

開始します。
BiCloseMonPrinter Status API の使用を終了します。

TMプリンターを占有 BiLockPrinter TMプリンターを占有します。 
その間、他のプロセスからの API は受け付けませ
ん。

BiUnlockPrinter BiLockPrinter を解除します。
ASBステータスの取得 BiGetStatus アプリケーションの必要なときに、Status API か 

ら ASBステータスを取得します。
BiSetStatusBackFunction Status API の ASBステータス変化時に、自動

的にアプリケーションに通知するコールバック関
数の呼び出しを通知します。

BiSetStatusBack 
FunctionEx

Status API の ASBステータス変化時に、自動的 
にアプリケーションに通知するコールバック関数
の呼び出しを通知します。ポート番号も取得しま
す。

BiCancelStatusBack 自動ステータス通知機能を解除します。 
BiSetStatusBackFunction /  
BiSetStatusBack FunctionEx に適用されま 
す。

TMプリンター情報の取得 BiGetType TMプリンターのタイプ IDを取得します。
（マルチバイトコード文字の対応など）

BiGetPrnCapability TMプリンターのプリンター IDを取得します。
（機種名、ファームウェアのバージョンなど）

ドロアー制御 BiOpenDrawer ドロアーをオープンします。
TMプリンターのリセット BiResetPrinter USB / Ethernetインターフェイス のTMプリン   

ターをリセットします。シリアルインターフェイ
スのTMプリンターはリセットできません。

BiForceResetPrinter BiLockPrinter で占有されている TMプリンター
もリセットできます。

電源オフの前処理 BiPowerOff 電源オフ状態もしくは待機状態になります。
以下の処理がされます。
インターフェイスをBUSY 状態にする
電源オフ 時の待機状態にする

ESC/POS コマンドを送
る

BiDirectIOEx ESC/POS コマンドを送受信できます。ASB ス
テータスの読み込みを制御できます。
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Status API の使い方 

プログラミングフロー
ここでは、Status API を使った ASBステータスの取得方法を、シーケンス図で説明します。

Status API を開始 (BiOpenMonPrinter) すると、TM プリンターはステータスが変化するたびに ASB ス 
テータスを、自動でStatus APIへ送信します。送信されたASBステータスは、以下のAPIを使って取得します。

Visual C++

Q 参考
シーケンス図は、DLLのロードを省略しています。

Status API 説明
BiGetStatus ユーザー(またはアプリケーション )が必要なときにASBステータスを取得する

API です。
BiSetStatusBack 
Function

コールバック関数を呼び出して、最新のASBステータスをアプリケーションに通
知するAPI です。

BiSetStatusBack 
FunctionEx

コールバック関数を呼び出して、最新のASBステータスをアプリケーションに通
知するAPI です。また、コールバックされたプリンターポートも通知されます。

Status API プリンターアプリケーション

BiOpenMonPrinter()

コマンド

ステータス

BiSetStatusBackFunctionEx()

ステータス監視開始

BiGetStatus()

ステータス

ステータスの更新
コールバック関数呼び出し

コールバック関数の登録

ステータス読み込み

BiLockPrinter()

コマンドTMプリンターの占有

(1/2)
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Status API プリンターアプリケーション

BiCloseMonPrinter()

コールバック関数呼び出し

ステータスの更新
（ステータスが変化）

BiCancelStatusBack()

ステータスの更新

BiUnlockPrinter()

コマンドTMプリンターの占有を解除

ステータス監視終了

コールバック関数の解除

(2/2)
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Visual C# / Visual Basic .NET

Q 参考
開発環境が Visual C# や Visual Basic .NET の場合、.NET API を使用します。.NET API      
の詳細は、U 38 ページ「.NET API リファレンス」を参照してください。

Status API プリンターアプリケーション

OpenMonPrinter()

コマンド

ステータス

CloseMonPrinter()

SetStatusBack()

コールバック関数呼び出し

ステータスの更新
（ステータスが変化）

CancelStatusBack()

ステータス監視開始

Status()

ステータス

ステータスの更新

ステータスの更新

コールバック関数呼び出し

ステータス監視のコール
バック関数の通知を開始

ステータス読み込み

LockPrinter()

コマンドTMプリンターの占有

UnlockPrinter()

コマンドTMプリンターの占有を解除

ステータス監視終了

StatusCallbackEx()

ステータス監視イベントに
コールバック関数を追加

ステータス監視のコール
バック関数の通知を停止
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Status APIのエラーと対処方法
Status API のエラーには、ASBステータスが通知するエラーと、Status API 呼び出し時に発生するエラー  
があります。ここではエラーの内容と対処方法を説明しますので、ユーザーのアプリケーションでエラー処理
を行ってください。

ASBステータス

ASB ステータスを取得したときに返ってくるエラーです。TMプリンターの機種によって内容が異なります。
詳細は「プリンター仕様」を参照してください。

マクロ定義 (定数 ) 原因 対応方法
ASB_NO_RESPONSE • TMプリンターの電源が入っていませ

ん。
• 通信ケーブルが抜かれています。
• 指定したプリンタードライバー名 /
ポートが違います。

電源、ケーブルなど TMプリンターの
状態やポートを確認してください。

ASB_PRINT_SUCCESS 印刷終了時に、印刷が成功したことを通
知します。印刷に失敗した場合は通知さ
れません。
カスタマーディスプレイへの表示が成
功したことを通知します。表示に失敗し
た場合は、通知されません。

-

ASB_UNRECOVER_ERR TM プリンターに印刷できないエラーが
発生しました。

すぐにTMプリンターの電源を切って
ください。*

ASB_AUTORECOVER_ 
ERR

ヘッドの温度が上昇しました。 時間の経過により、ヘッドの温度が下
降すれば自動的に解除されます。*

ASB_OFF_LINE オフラインになる要因が発生しました。 オフラインになる要因を取り除いて
ください。

ASB_PRINTER_FEED 紙送りしています。 紙送りの最中であれば問題ありませ
ん。

ASB_PANEL_SWITCH TM プリンターのスイッチ、またはボタ
ンが押されています。

• TMプリンターのスイッチ、または
ボタンが押されていれば問題あり
ません。

• TMプリンターのスイッチ、または
ボタンを無効（例：FEED ボタン）
に設定しておくことで、たとえば
FEEDボタン操作をトリガにアプリ
ケーション側でイベント発生/ハン
ドリングさせるといった使い方も
できます。

ASB_MECHANICAL_ERR ホームポジション検出エラーなどのメ
カニカルエラーが発生しました。

エラーの原因を取り除き、TMプリ
ンターの電源を再投入または TMプ
リンターのリセットコマンド
(BiResetPrinter または
BiForceResetPrinter) を送ってく
ださい。*
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*: 各 TMプリンターの詳細取扱説明書を参照してください。

ASB_AUTOCUTTER_ 
ERR

オートカッターエラーが発生しました。 エラーの原因を取り除き、TMプリ
ンターの電源を再投入または TMプ
リンターのリセットコマンド
(BiResetPrinter または
BiForceResetPrinter) を送ってく
ださい。*

ASB_DRAWER_KICK ドロアーが開いています。 意図的に開けているのであれば、問題
ありません。

ASB_RECEIPT_END 用紙がなくなりました。 TMプリンターに用紙を入れてくださ
い。

ASB_RECEIPT_NEAR_ 
END

用紙残量が少なくなりました。 TMプリンターに用紙を入れてくださ
い。

ASB_COVER_OPEN カバーが開いています。 TMプリンターのカバーを閉めてくだ
さい。

Q 参考
マクロ定義は、開発環境を構築したときの、EpsStmApi.h ファイルおよびModule1.bas ファ
イルで定義されています。

マクロ定義 (定数 ) 原因 対応方法
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戻り値

Status API の関数を呼び出したときに発生するエラー(Status API 関数の戻り値 )です。Status API の関   
数によって内容が異なります。詳細は18ページ「Win32 API リファレンス」を参照してください。

マクロ定義 (定数 ) 原因 対応方法
ERR_TYPE nType のパラメーターが違って

います。
正しい値を指定してください。

ERR_OPENED 指定されたTMプリンターはすで
にオープン済みです。

すでにオープンしているので、そのハンドル値を使
用するか、別の TM プリンターを指定してくださ
い。

ERR_NO_PRINTER 指定されたプリンタードライバー
がありません。

プリンタードライバー名を確認してください。

ERR_NO_TARGET 指定されたTMプリンターが見つ
かりません。 
意図していないTMプリンターが
接続されています。

正しいTMプリンターを接続してください。

ERR_NO_MEMORY メモリー不足です。 使用できるメモリーを追加してください。
ERR_HANDLE TM プリンターを指定するハンド

ル値が不正です。
ハンドル値を確認してください。

ERR_TIMEOUT タイムアウトエラーです。 このエラーが継続して発生する場合、TM プリン
ターが正しく接続されているか確認してください。

ERR_ACCESS TM プリンターにアクセスできま
せん。 
（TM プリンターの電源が入って
いない、 ケーブルの接続不良等）

TMプリンターを確認してください。 
（TMプリンターの電源、ケーブルの接続等）

ERR_PARAM パラメーターエラーです。 パラメーターの指定が間違えています。パラメー
ターを見直してください。

ERR_NOT_ 
SUPPORT

サポートしていない機種です。 サポートしていない機種では使用できません。

ERR_EXIST 指定されたデータがすでに存在し
ています。

存在しているデータを削除してください。
例 : BiSetStatusBackXXX 実行時にエラー→ 
BiCancelStatusBack 実行してから再実行

ERR_EXEC_ 
FUNCTION

他のアプリケーションで Status
API が使用されているため使用で
きません。

他のアプリケーションで使用している Status
API を終了してください。

ERR_PH_NOT_ 
EXIST

PortHandler が起動していませ
ん。 
PortHandler に接続されていま
せん。

PortHandler が正しく動作しているか確認してく
ださい。

ERR_SPL_NOT_ 
EXIST

スプーラーサービスが起動してい
ません。

Print Spooler サービスが開始されているか確認 
してください。 
(Control Panel- 管理ツール -サービス )

ERR_RESET リセット中のため使用できませ
ん。

少し待ってから再度呼び出してください。

ERR_LOCKED TM プリンターがロックされてい
ます。

ロックが解除されるのを待つか、ロックしているア
プリケーションでBiUnlockPrinter を実行してく
ださい。

Q 参考
マクロ定義は、開発環境を構築したときの、EpsStmApi.h ファイルおよびModule1.bas ファ
イルで定義されています。
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Win32 APIリファレンス
本章では、Win32 環境で使用するStatus API と構文について説明しています。

BiOpenMonPrinter
指定された TMプリンターでStatus API の使用を開始し、ハンドルを返します。 
複数のプロセスから1台の TMプリンターを同時にオープンすることができます。
すでにオープンした TMプリンターを同一プロセスから再度オープンした場合、異なるハンドルが返ります。
この場合は、どちらのハンドルも有効です。 
ただし、同一スレッドから1台の TMプリンターを同時にオープンすることはできません。

構文
int BiOpenMonPrinter (int nType, LPSTR pName)

パラメーター
nType: pNameのタイプを指定します。

pName: nType で 1を指定した場合、ポート名称 (例 : "ESDPRT001") を指定します。 
nType を 2で指定した場合、プリンター名 (例 : "EPSON TM-T88V Receipt") を指
定します。

例 :
• ポート名 (ESDPRT001) から TMプリンターを指定する。
nHandle = BiOpenMonPrinter( 1, "ESDPRT001" );

• プリンター名 (EPSON TM-T88V Receipt) から TMプリンターを指定する。
nHandle = BiOpenMonPrinter( 2, "EPSON TM-T88V Receipt" );

• ホスト名 (SERVER) の共有プリンター (EPSON TM-T88V Receipt) を指定する。
nHandle = BiOpenMonPrinter( 2, \\SERVER\”EPSON TM-T88V Receipt”);

Q 参考
• 本書では、データ型をVisual C++で説明しています。
• 各TMプリンターで使用できるAPI や ASBステータス、オフライン要因については、「プリ
ンター仕様」を参照してください。

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
TYPE_PORT 1 pNameにポート名称を指定します。
TYPE_PRINTER 2 pNameにプリンター名を指定します。
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戻り値
INT 型で定義した変数に返します。Status API の使用開始に成功した場合、TMプリンターを識別するハン
ドルを返します。TMプリンターの状態がオフラインの場合でも、ハンドルを返します。オープンに失敗した
場合、以下の戻り値を返します。

説明
本API は、他のStatus API 関数を使用する前に呼び出します。戻り値のハンドルは、他のStatus API 関
数でパラメーターとして使います。一度に開始できるTMプリンターは、最大で32 台です。
本API で呼び出したときの、TMプリンターの状態によって以下の動作をします。

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
ERR_TYPE -10 nType のパラメーターエラー
ERR_OPENED -20 指定された TMプリンターすでにオープン済み
ERR_NO_PRINTER -30 指定された TMプリンターがない
ERR_NO_TARGET -40 対象外の TMプリンター
ERR_NO_MEMORY -50 メモリーが足りない
ERR_TIMEOUT -70 タイムアウトエラー
ERR_ACCESS -80 TM プリンターにアクセスできない（他アプリケーションがアクセス中も

しくは、印刷中）
ERR_PARAM -90 パラメーターエラー
ERR_PH_NOT_EXIST -340 PortHandler が起動していない 

または、PortHandler のクライアント、サーバー間の通信エラー
ERR_SPL_NOT_EXIST -350 スプーラーサービスが起動していない

Q 参考
戻り値による対処方法は、17ページ「戻り値」を参照してください。

TMプリンターの状態 動作
オンライン nHandle にハンドルを返します
オフライン nHandle にハンドルを返しますが、この状態では印刷できないので、

オンラインにする必要があります。
ケーブルが接続されていない /電源オフ 戻り値に“ERR_ACCESS”を返します。
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BiCloseMonPrinter
ステータスを監視している TMプリンターを解除します。
BiOpenMonPrinter は、指定されたTMプリンターで Status API の制御をできるのに対して、
BiCloseMonPrinter は、オープン時に取得したハンドルでステータスを監視するTMプリンターを解除し
ます。

構文
int BiCloseMonPrinter (int nHandle)

パラメーター
nHandle : ハンドルを指定します。

戻り値

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
SUCCESS 0 正常に実行
ERR_HANDLE -60 ハンドル値が不正
ERR_PH_NOT_EXIST -340 PortHandler が起動していないまたは、PortHandler のクライ

アント、サーバー間の通信エラー

Q 参考
戻り値による対処方法は、17ページ「戻り値」を参照してください。
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BiLockPrinter
TMプリンターを占有します。

構文
int BiLockPrinter (int nHandle, DWORD timeout)

パラメーター
nHandle: ハンドルを指定します。
timeout: タイムアウト時間をmsec( ミリ秒 ) 単位で設定します。正の値で指定してください。

戻り値

Q 参考
本API は共有プリンターの場合に使用します。 
ローカルプリンターの場合は、マルチプロセスの場合に使用します。

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
SUCCESS 0 正常に実行
ERR_HANDLE -60 ハンドル値が不正
ERR_EXEC_FUNCTION -310 他のAPI が実行中のため使用できない
ERR_PH_NOT_EXIST -340 PortHandler が起動していない 

または、PortHandler のクライアント、サーバー間の通信エラー
ERR_RESET -400 TMプリンターリセット中のため使用できない
ERR_LOCKED -1000 TMプリンターがロックされているため実行できない

Q 参考
戻り値による対処方法は、17ページ「戻り値」を参照してください。
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説明
本API を実行すると、TMプリンターを占有することができます。これを解除するAPI は、
BiUnlockPrinter です。その間 TMプリンターは、他のプロセスからの排他的 ( デバイスに直接アクセスす
る )API を受け付けません。これらのAPI には ERR_LOCKEDが返ります。 
TMプリンターの占有権はプロセスに対して与えられます。そのため占有中に同一プロセスの他のスレッドか
らは排他的API を実行することができます。
占有しているプロセスからこのAPI を繰り返し実行できます。この場合は多重占有状態になります。占有を
解除するには、本API を実行した回数と同じ回数のBiUnlockPrinter を実行してください。
Ethernet 接続や共有プリンターをクライアントから占有する場合、占有中に TMプリンターとの接続が失わ
れると占有が一時的に解除され、接続が復活すると自動的に再び占有状態に戻ります。 
ただし接続が切れている間は、別のプロセスが TMプリンターを占有することができます。この間、元のプ
ロセスが排他的API を実行すると ERR_LOCKEDが返ります。また別のプロセスが占有を終了すると、自動
的に元のプロセスの占有状態に戻ります。
接続が失われる原因としては、以下の要因が挙げられます。
【Ethernet 接続の TMプリンターを占有する場合】

• TMプリンターの電源をOFF、コンピューターとTMプリンター間のEthernet 接続断
• コンピューターのサスペンド /休止

【共有プリンターをクライアントコンピューターから占有する場合】
• クライアントコンピューターとサーバーコンピューター間の接続断
• クライアントコンピューターのサスペンド /休止
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BiUnlockPrinter
TMプリンターの占有を解除します。

構文
int BiUnlockPrinter (int nHandle)

パラメーター
nHandle: ハンドルを指定します。

戻り値

説明
このAPI は、BiLockPrinter で占有したTMプリンターの占有を解除します。解除すると、TMプリンター
は他のプロセスからのAPI を受け付けることができます。本API を TMプリンターの占有をしていないとき
に実行した場合、戻り値に ERR_LOCKEDが返されます。

Q 参考
本API は共有プリンターの場合に使用します。 
ローカルプリンターの場合は、マルチプロセスの場合に使用します。

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
SUCCESS 0 正常に実行
ERR_HANDLE -60 ハンドル値が不正
ERR_EXEC_FUNCTION -310 他のAPI が実行中のため使用できない
ERR_PH_NOT_EXIST -340 PortHandler が起動していない 

または、PortHandler のクライアント、サーバー間の通信エラー
ERR_RESET -400 TMプリンターリセット中のため使用できない
ERR_LOCKED -1000 TMプリンターがロックされているため実行できない

Q 参考
戻り値による対処方法は、17ページ「戻り値」を参照してください。
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BiDirectIOEx
TMプリンターに特定の命令 (ESC/POSコマンド )を送ります。命令の実行結果をTMプリンターから取得
することもできます。また、動作中にASBステータスの読み込みを制御できます。本API が終了するまで
TMプリンターからASBステータスを送信しない制御ができるので、TMプリンターから実行結果を受け取
る場合は、こちらをお勧めいたします。

構文
int BiDirectIOEx (int nHandle, DWORD writeLen, LPBYTE writeCmd,  

LPDWORD readLen, LPBYTE readBuff, DWORD timeout,  
BOOL nullTerminate, BYTE option)

パラメーター
nHandle: ハンドルを指定します。
writeLen: TMプリンターに書き込むデータ長を指定します。"0" を指定した場合、書き込み

は行いません。 

writeCmd: TMプリンターに書き込むデータ (ESC/POSコマンド )を指定します。
readLen: TMプリンターから取得するデータの長さを指定します。TMプリンターからの

コマンド実行結果が必要な場合に指定します。取得したデータのバッファーサイ
ズが返されます。 
必要のない場合は、"0" を指定します。

readBuff: TMプリンターから取得したデータを保存するバッファーを指定します。
timeout: タイムアウト時間をmsec( ミリ秒 ) 単位で指定します。
nullTerminate: "True" の場合、TMプリンターからNULLを取得した時点で取得を終了します。

この時、readLen に readBuff のサイズを指定してください。 
"False " の場合、readLen で指定された長さのデータを取得、またはタイムアウ
トエラーが発生するまでTMプリンターからデータを取得します。

option: ASBステータスの取得を制御します。

Q 参考
コマンドの詳細は、ESC/POSコマンドリファレンスを参照してください。 
https://reference.epson-biz.com/modules/ref_escpos_ja/

値 説明
0 ASBステータスを取得しません。
1 データ取得後、ASBステータスを取得します。

Q 参考
• writeLen/readLen は最大2GBまで指定可能ですが、必要最小限のデータ長を指定してく 
ださい。

• readBuff のサイズは、readLenで指定した長さと同じか、それ以上のサイズを確保してく
ださい。
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戻り値

説明
本API が正常に実行されたか確認するには、本API の戻り値および、コマンドが正常に実行されたか TMプ
リンターの動作を確認してください。TMプリンターからの実行結果を取得した場合（readLen を指定）は、
その実行結果を確認してください。
本API を呼び出したときの、TMプリンターの状態によって以下の動作をします。

マクロ定義　(定数 ) 値 説明
SUCCESS 0 正常に実行
ERR_NO_MEMORY -50 メモリーが足りない
ERR_HANDLE -60 ハンドル値が不正
ERR_TIMEOUT -70 タイムアウトエラー
ERR_ACCESS -80 TMプリンターにアクセスできない 

( 他アプリケーションがアクセス中もしくは、印刷中 )
ERR_PARAM -90 パラメーターエラー
ERR_BUFFER_OVER_FLOW -140 バッファー容量不足
ERR_EXEC_FUNCTION -310 他のAPI が実行中のため使用できない
ERR_PH_NOT_EXIST -340 PortHandler が起動していない 

または、PortHandler のクライアント、サーバー間の通信エ
ラー

ERR_RESET -400 TMプリンターリセット中のため使用できない
ERR_LOCKED -1000 TMプリンターがロックされているため実行できない

Q 参考
戻り値による対処方法は、17ページ「戻り値」を参照してください。

TMプリンターの状態 動作
オンライン 戻り値に”SUCCESS”を返します。コマンドを実行します。
オフライン timeout 時間内で送受信が成功した場合 :  

戻り値に ”SUCCESS” を返します。
timeout 時間内の送受信に失敗した場合 :  
戻り値に”ERR_TIMEOUT”を返します。

ケーブルが接続されていない /電源オフ 戻り値に”ERR_ACCESS”を返します。
印刷中 戻り値に”ERR_LOCKED”を返します。
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注意
• パラメーターの option は、TMプリンターからの応答を求めるコマンドを送る場合に、目的としないデータ
を受信しないために指定します。"0" を指定した場合は、目的としないデータを受信することを考慮したプ 
ログラミングをしてください。

• 受信バッファーの指定有無は、TMプリンターからの受信データを本API で処理するか、監視スレッド
(BiGetStatus 関数など )で処理するのと同等の処理です。次を参照してください。

送信コマンド 受信バッファー
指定 受信バッファー 監視スレッドの動作

ステータス取得
コマンド

有り ASBステータスは 
受信バッファーに保存される

• コールバックされない
• ステータスの更新がされない

無し - • コールバックされる
• ステータスの更新がされる

その他TMプリ
ンターから応答
のあるコマンド

有り TMプリンター応答が 
受信バッファーに入れられる

監視スレッドに影響なし

無し - 異常なコールバックが発生する場合があ
る

その他TMプリ
ンターから応答
のないコマンド

有り タイムアウトエラー発生 監視スレッドに影響なし
無し - 監視スレッドに影響なし
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BiResetPrinter
ステータスを監視している TMプリンターをリセットします。

構文
int BiResetPrinter (int nHandle)

パラメーター
nHandle: ハンドルを指定します。

戻り値

説明
本API が正常に実行されたか確認するには、本API の戻り値および、TMプリンターがリセットされてオン
ラインになる (ASBステータスで確認 )ことを確認してください。

本API を呼び出したときの、TMプリンターの状態によって以下の動作をします。

Q 参考
• 印刷中に呼び出した場合、印刷ジョブがキャンセルされます。
• シリアルインターフェイスのTMプリンターは、リセットできません。

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
SUCCESS 0 正常に実行
ERR_HANDLE -60 ハンドル値が不正
ERR_NOT_SUPPORT -100 サポートしていない機種
ERR_EXEC_FUNCTION -310 他のAPI が実行中のため使用できない
ERR_PH_NOT_EXIST -340 PortHandler が起動していない、 

または、PortHandler のクライアント、サーバー間の通信エラー
ERR_RESET -400 TMプリンターリセット中のため使用できない
ERR_LOCKED -1000 TMプリンターがロックされているため実行できない

Q 参考
戻り値による対処方法は、17ページ「戻り値」を参照してください。

Q 参考
本 API を実行後、15 秒間は印刷を受け付けません。その間に印刷を要求した場合には、ス
プーラーに JOBが蓄積され、上記の時間経過後に印刷処理が行われます。

TMプリンターの状態 動作
オンライン 戻り値に”SUCCESS”を返し、リセットされます。
オフライン 戻り値に”ERR_TIMEOUT”を返し、リセットされません。
ケーブルが接続されていない /電源オフ ASBステータスに”ASB_NO_RESPONSE”を返されます。

リセットされません。
印刷中 印刷ジョブがキャンセルされ、リセットされます。
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BiForceResetPrinter
ステータスを監視している TMプリンターを強制的にリセットします。 
マルチスレッド /マルチプロセス /マルチユーザーの環境でも、TMプリンターをリセットできます。  
別のプログラムからBiLockPrinter で占有されている場合でも、TMプリンターをリセットできます。  
ネットワークプリンターのコネクションが切れて再接続した場合、印刷できるようになるまでに時間がかか
ることがあります。本API はその時間を短縮できます。

構文
int BiForceResetPrinter (int nHandle)

パラメーター
nHandle: ハンドルを指定します。

戻り値

Q 参考
• 本API は、印刷中に呼び出した場合でも強制的に TMプリンターがリセットされ、印刷中の
データも消去されます。本API は注意してお使いください。

• シリアルインターフェイスのTMプリンターは、リセットできません。

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
SUCCESS 0 正常に実行
ERR_HANDLE -60 ハンドル値が不正
ERR_ACCESS -80 TMプリンターにアクセスできない
ERR_NOT_SUPPORT -100 サポートしていない機種
ERR_EXEC_FUNCTION -310 他のAPI が実行中のため使用できない
ERR_PH_NOT_EXIST -340 PortHandler が起動していない、 

または、PortHandler のクライアント、サーバー間の通信エラー

Q 参考
戻り値による対処方法は、17ページ「戻り値」を参照してください。
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BiGetType
TMプリンターのタイプ IDを取得します。

構文
int BiGetType (int nHandle, LPBYTE typeID, LPBYTE font, LPBYTE exrom,  

LPBYTE special)

パラメーター
nHandle: ハンドルを指定します。
typeID: TMプリンターのタイプ IDが返されます。
font: デバイスフォントが返されます。
exrom: 使用しません。
special: TMプリンターの特殊 IDがセットされます。

戻り値

説明
機種によっては取得できない情報があります。その場合、typeID に 0が返されます。

Q 参考
取得できるタイプ IDについては、ご購入元にお問い合わせください。

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
SUCCESS 0 正常に実行
ERR_HANDLE -60 ハンドル値が不正
ERR_TIMEOUT -70 タイムアウトエラー
ERR_ACCESS -80 TMプリンターにアクセスできない 

( 他アプリケーションがアクセス中もしくは、印刷中 )
ERR_PARAM -90 パラメーターエラー
ERR_NOT_SUPPORT -100 サポートしていない機種
ERR_EXEC_FUNCTION -310 他のAPI が実行中のため使用できない
ERR_PH_NOT_EXIST -340 PortHandler が起動していない 

または、PortHandler のクライアント、サーバー間の通信エラー
ERR_RESET -400 TMプリンターリセット中のため使用できない
ERR_LOCKED -1000 TMプリンターがロックされているため実行できない

Q 参考
戻り値による対処方法は、17ページ「戻り値」を参照してください。
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BiGetStatus
現在の TMプリンターの状態 (ASBステータス )を取得します。

構文
int BiGetStatus (int nHandle, LPDWORD lpStatus)

パラメーター
nHandle: ハンドルを指定します。
lpStatus: Status API が保持しているASBステータスが返されます。 

ASBステータスは、4バイトで構成されています。

戻り値

説明
各 TMプリンターの取得できるASBステータスは、「プリンター仕様」を参照してください。

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
SUCCESS 0 正常に実行
ERR_HANDLE -60 ハンドル値が不正
ERR_PARAM -90 パラメーターエラー
ERR_EXEC_FUNCTION -310 他のAPI が実行中のため使用できない

Q 参考
戻り値による対処方法は、17ページ「戻り値」を参照してください。
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BiSetStatusBackFunction
自動ステータス通知の際に呼び出されるコールバック関数を登録します。

構文
int BiSetStatusBackFunction (int nHandle,int (CALLBACK EXPORT *pFunction) 

(DWORD dwStatus))

パラメーター
nHandle: ハンドルを指定します。
*pFunction: ASB ステータスを通知する、コールバック関数のアドレスをセットします。

コールバック関数のパラメーター
dwStatus : コールバック関数にStatus API が保持しているASBステータスが返されます。 

ASBステータスは、4バイトで構成されています。

戻り値

説明
本API を呼び出すと、TMプリンターの状態を dwStatus にセットしコールバック関数が呼ばれます。TM
プリンターの状態が変化すると、自動的に dwStatus に新しい情報をセットしコールバック関数が呼び出さ
れます。本API の解除は、BiCancelStatusBack を使用してください。
各 TMプリンターの取得できるASBステータスは、「プリンター仕様」を参照してください。

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
SUCCESS 0 正常に実行
ERR_HANDLE -60 ハンドル値が不正
ERR_PARAM -90 パラメーターエラー
ERR_EXIST -210 指定されたデータがすでに存在する
ERR_EXEC_FUNCTION -310 他のAPI が実行中のため使用できない

Q 参考
戻り値による対処方法は、17ページ「戻り値」を参照してください。

Q 参考
登録したコールバック関数内から、Status API を使用することはできません。
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BiSetStatusBackFunctionEx
自動ステータス通知の際に呼び出されるコールバック関数を登録します。 
BiSetStatusBackFunction の機能に加えて、どのプリンターポートからのコールバックかを認識できま
す。

構文
int BiSetStatusBackFunctionEx (int nHandle, int (CALLBACK EXPORT *pFunction) 

(DWORD dwStatus, LPSTR lpcPortName))

パラメーター
nHandle: ハンドルを指定します。
*pFunction: ASB ステータスを通知する、コールバック関数のアドレスをセットします。

コールバック関数のパラメーター
dwStatus: コールバック関数にStatus API が保持しているASBステータスが返されます。 

ASBステータスは、4バイトで構成されています。
lpcPortName: コールバックされたプリンターポート名が返されます。

戻り値

説明
本API を呼び出すと、TMプリンターの状態を dwStatus にセットしコールバック関数が呼ばれます。TM
プリンターの状態が変化すると、自動的に dwStatus に新しい情報をセットしコールバック関数が呼び出さ
れます。本API の解除は、BiCancelStatusBack を使用してください。
各 TMプリンターの取得できるASBステータスは、「プリンター仕様」を参照してください。

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
SUCCESS 0 正常に実行
ERR_HANDLE -60 ハンドル値が不正
ERR_PARAM -90 パラメーターエラー
ERR_EXIST -210 指定されたデータがすでに存在する
ERR_EXEC_FUNCTION -310 他のAPI が実行中のため使用できない

Q 参考
戻り値による対処方法は、17ページ「戻り値」を参照してください。

Q 参考
登録したコールバック関数内から、Status API を使用することはできません。
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BiCancelStatusBack
BiSetStatusBackFunction / BiSetStatusBackFunctionEx で呼び出した自動ステータス通知要求処理
を解除します。

構文
int BiCancelStatusBack (int nHandle)

パラメーター
nHandle: ハンドルを指定します。

戻り値

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
SUCCESS 0 正常に実行
ERR_HANDLE -60 ハンドル値が不正
ERR_EXEC_FUNCTION -310 他のAPI が実行中のため使用できない

Q 参考
• 戻り値による対処方法は、17ページ「戻り値」を参照してください。
• 自動ステータス通知要求処理の登録が行われていない場合に、間違って本APIを呼び出して
も戻り値は“SUCCESS”を返します。
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BiPowerOff
TMプリンターを電源オフ、もしくは待機状態にします。

構文
int BiPowerOff (int nHandle)

パラメーター
nHandle: ハンドルを指定します。

戻り値

Q 参考
本API は、TMプリンターがオフライン復帰待ち状態の場合、使用できません。また、本API
が実行中にTMプリンターがオフライン状態になった場合も実行されません。

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
SUCCESS 0 正常に実行
ERR_NO_MEMORY -50 メモリーが足りない
ERR_HANDLE -60 ハンドル値が不正
ERR_TIMEOUT -70 タイムアウトエラー
ERR_ACCESS -80 TMプリンターにアクセスできない 

( 他アプリケーションがアクセス中もしくは、印刷中 )
ERR_NOT_SUPPORT -100 サポートしていない機種
ERR_EXEC_FUNCTION -310 他のAPI が実行中のため使用できない
ERR_PH_NOT_EXIST -340 PortHandler が起動していない 

または、PortHandler のクライアント、サーバー間の通信エラー
ERR_LOCKED -1000 TMプリンターがロックされているため実行できない

Q 参考
戻り値による対処方法は、17ページ「戻り値」を参照してください。
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BiGetPrnCapability
TMプリンターのプリンター IDを取得します。

構文
int BiGetPrnCapability (int nHandle, BYTE prnID, LPBYTE pBuffSize,  

LPBYTE pBuff)

パラメーター
nHandle: ハンドルを指定します。
prnID: 取得したい TMプリンター情報の prnID を指定します。
pBuffSize: TMプリンター情報をセットするメモリーのサイズ (1 ～ 80) を指定します。本

API を呼び出し後は、実際に読み取ったデータのサイズを返します。バッファー容
量不足の場合、必要なバイト数が返されます。

pBuff: TMプリンター情報をセットするメモリーアドレスを指定します。また、指定した
prnID の情報を返します。

戻り値

Q 参考
prnID、取得できるTMプリンター情報については、ご購入元にお問い合わせください。
サポートしていない prnID を指定した場合、タイムアウトエラーが発生します。

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
SUCCESS 0 正常に実行
ERR_HANDLE -60 ハンドル値が不正
ERR_TIMEOUT -70 タイムアウトエラー
ERR_ACCESS -80 TMプリンターにアクセスできない 

( 他アプリケーションがアクセス中もしくは、印刷中 )
ERR_PARAM -90 パラメーターエラー
ERR_BUFFER_OVER_FLOW -140 バッファー容量不足
ERR_EXEC_FUNCTION -310 他のAPI が実行中のため使用できない
ERR_PH_NOT_EXIST -340 PortHandler が起動していない 

または、PortHandler のクライアント、サーバー間の通信
エラー

ERR_RESET -400 TMプリンターリセット中のため使用できない
ERR_LOCKED -1000 TMプリンターがロックされているため実行できない

Q 参考
戻り値による対処方法は、17ページ「戻り値」を参照してください。
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BiOpenDrawer
ドロアーをオープンします。

構文
int BiOpenDrawer (int nHandle, BYTE drawer, BYTE pulse)

パラメーター
nHandle: ハンドルを指定します。
drawer: オープンするドロアーを指定します。

pulse : ドロアーキック信号のオン時間を指定します。

戻り値

Q 参考
TMプリンターがオフラインの場合でもドロアーはオープンします。

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
EPS_BI_DRAWER_1 1 ドロアー1をオープン
EPS_BI_DRAWER_2 2 ドロアー2をオープン

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
EPS_BI_PLUSE_100 1 100 ミリ秒の信号
EPS_BI_PLUSE_200 2 200 ミリ秒の信号
EPS_BI_PLUSE_300 3 300 ミリ秒の信号
EPS_BI_PLUSE_400 4 400 ミリ秒の信号
EPS_BI_PLUSE_500 5 500 ミリ秒の信号
EPS_BI_PLUSE_600 6 600 ミリ秒の信号
EPS_BI_PLUSE_700 7 700 ミリ秒の信号
EPS_BI_PLUSE_800 8 800 ミリ秒の信号

マクロ定義 (定数 ) 値 説明
SUCCESS 0 正常に実行
ERR_HANDLE -60 ハンドル値が不正
ERR_ACCESS -80 TMプリンターにアクセスできない 

( 他アプリケーションがアクセス中もしくは、印刷中 )
ERR_PARAM -90 パラメーターエラー
ERR_NOT_SUPPORT -100 サポートしていない機種
ERR_EXEC_FUNCTION -310 他のAPI が実行中のため使用できない
ERR_PH_NOT_EXIST -340 PortHandler が起動していない 

または、PortHandler のクライアント、サーバー間の通信エラー
ERR_RESET -400 TMプリンターリセット中のため使用できない
ERR_LOCKED -1000 TMプリンターがロックされているため実行できない

Q 参考
戻り値による対処方法は、17ページ「戻り値」を参照してください。
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説明
本API を呼び出したときの、TMプリンターの状態によって以下の動作をします。

TMプリンターの状態 動作
オンライン 戻り値に”SUCCESS”を返し、ドロアーオープンされます。
オフライン 戻り値に”SUCCESS”を返し、ドロアーオープンされます。
ケーブルが接続されていない /電源オフ 戻り値に “ERR_ACCESS” を返します。ドロアーオープンされま

せん。
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.NET APIリファレンス
本章では、.NET環境で使用するStatus API と構文について説明しています。

プロパティー

IsValid

TMプリンターのオープン状態を取得します。
アクセス ：読み取り専用
データ型 ：System.Boolean

説明
以下の値を返します。
true : オープンの状態
false : オープンしていない状態

LastError

最後に実行したAPI のエラーコードを取得します。
アクセス ：読み取り専用
データ型 ：com.epson.pos.driver.ErrorCode

説明
本プロパティーは最後に実行したAPI の戻り値を保持しており、いつでも取得することができます。 
プロパティーはエラーコードを返せないため、本API でエラーコードを取得します。
エラーコードの詳細は17 ページの「戻り値」を参照してください。
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Status

TMプリンターの状態 (ASBステータス ) を取得します。詳細は30 ページの「BiGetStatus」を参照して
ください。

アクセス ：読み取り専用
データ型 ：com.epson.pos.driver.ASB

説明
取得したASBステータスは、com.epson.pos.driver.ASBで定義されている定数で確認できます。
取得できる値は TMプリンターによって異なります。詳細は「プリンター仕様」を参照してください。
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メソッド

OpenMonPrinter

指定された TMプリンターの制御を開始します。
詳細は18 ページの「BiOpenMonPrinter」を参照してください。

構文
ErrorCode OpenMonPrinter (OpenType type, String name)

パラメーター
OpenType type: nameに指定する名称のタイプです。com.epson.pos.driver.OpenType で定義

されている定数を指定します。
String name: プリンタードライバー名または TMプリンターの接続されているポート名を指定

します。

CloseMonPrinter

Status API による TMプリンターの制御を終了します。
詳細は20 ページの「BiCloseMonPrinter」を参照してください。

構文
ErrorCode CloseMonPrinter ()

LockPrinter

TMプリンターを占有します。
詳細は21 ページの「BiLockPrinter」を参照してください。

構文
ErrorCode LockPrinter (int timeout)

パラメーター
int timeout: タイムアウト時間をmsec( ミリ秒 ) 単位で設定します。正の値で指定してください。
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UnlockPrinter

TMプリンターの占有を解除します。
詳細は23 ページの「BiUnlockPrinter」を参照してください。

構文
ErrorCode UnlockPrinter ()

DirectIOEx

TMプリンターに特定の命令 (ESC/POSコマンド )を送ります。また、送った命令の実行結果をTMプリン
ターから取得します。
詳細は24 ページの「BiDirectIOEx」を参照してください。

構文
• ErrorCode DirectIOEx (byte[] writeCmd, ref byte[] readBuff, int timeout,  

bool nullTerminate, byte option)
説明 : TMプリンターに特定の命令を送り、送った命令の実行結果 (バイナリーデータ )を TMプリ

ンターから取得します。

• ErrorCode DirectIOEx (byte[] writeCmd, out String response, int timeout,  
byte option)

説明 : TMプリンターに特定の命令を送り、送った命令の実行結果 (文字列データ )を TMプリン
ターから取得します。

• ErrorCode DirectIOEx (byte[] writeCmd, int timeout)
説明 : TMプリンターに特定の命令を送るのみで、送った命令の実行結果を TMプリンターから取得

しません。また、ASBステータスも取得しません。

パラメーター
byte[]　writeCmd: TMプリンターに送信するデータ (ESC/POSコマンド )を指定します。
ref byte[] readBuff: TMプリンターから受信するデータを保存するバッファーを指定します。 

また、TMプリンターからデータを受信します。
int timeout: データ送受信のタイムアウト時間 ( ミリ秒単位 )を指定します。
bool nullTerminate: "True" の場合、TMプリンターからNULLを受信した時点で読み込みを終

了します。 
"False" の場合、readBuff で指定されたバッファーの長さ分のデータを読
み込むか、タイムアウトエラーが発生するまで TMプリンターからデータ
を取得します。

byte option: ASBステータスの読み込みを指定します。
out String response: TMプリンターから受信したデータ ( 文字列 ) です。
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ResetPrinter

ステータスを監視している TMプリンターをリセットします。
詳細は27 ページの「BiResetPrinter」を参照してください。

構文
ErrorCode ResetPrinter ()

ForceResetPrinter

ステータスを監視している TMプリンターを強制的にリセットします。 
LockPrinter で占有されている TMプリンターをリセットできます。印刷中の TMプリンターもリセットさ
れるため、本API は注意してお使いください。
詳細は28 ページの「BiForceResetPrinter」を参照してください。

構文
ErrorCode ForceResetPrinter ()

GetType

TMプリンターのタイプ IDを取得します。
詳細は29 ページの「BiGetType」を参照してください。

構文
ErrorCode GetType (out byte typeid, out byte font, out byte exrom,  

out byte euspecial)

パラメーター
out byte typeid: TMプリンターのタイプ IDが返されます。
out byte font: デバイスフォントが返されます。
out byte exrom: TMプリンターの拡張 Flash ROM容量が返されます。
out byte euspecial:TMプリンターの特殊 IDがセットされます。
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SetStatusBack

StatusCallback/StatusCallbackEx イベントによるステータス通知を開始します。
詳細は32 ページの「BiSetStatusBackFunctionEx」を参照してください。

構文
ErrorCode SetStatusBack ()

CancelStatusBack

StatusCallback/StatusCallbackEx イベントによるステータス通知を停止します。
詳細は33 ページの「BiCancelStatusBack」を参照してください。

構文
ErrorCode CancelStatusBack ()

PowerOff

TMプリンターを電源オフ、もしくは待機状態にします。
詳細は34 ページの「BiPowerOff」を参照してください。

構文
ErrorCode PowerOff ()
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GetPrnCapability

TMプリンターのプリンター IDを取得します。
詳細は35 ページの「BiGetPrnCapability」を参照してください。

構文
• ErrorCode GetPrnCapability (byte printerID, out byte[] data)

説明 : プリンター ID で指定された TMプリンターの情報 (バイナリーデータ ) を取得します。

• ErrorCode GetPrnCapability (byte printerID, out String data)
説明 : プリンター ID で指定された TMプリンターの情報 (文字列データ )を取得します。

パラメーター
byte printerID: 取得したい TMプリンター情報 (プリンター ID) を指定します。
out byte[] data: TMプリンター情報が返されます。
out String data: TMプリンター情報が返されます。 

取得する TMプリンター情報 (プリンター ID) によってデータ型が異なります。

OpenDrawer

ドロアーを制御します。
詳細は36 ページの「BiOpenDrawer」を参照してください。

構文
ErrorCode OpenDrawer (Drawer drawer, Pulse pulse)

パラメーター
Drawer drawer: オープンするドロアーを指定します。 

com.epson.pos.driver.Drawer で定義されている定数を指定します。
Pulse pulse: ドロアーキック信号のオン時間を指定します。 

com.epson.pos.driver.Pulse で定義されている定数を指定します。
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イベント

StatusCallback

通知されたASBステータスを処理するイベントです。
詳細は31 ページの「BiSetStatusBackFunction」を参照してください。

構文
StatusCallbackHandler (ASB asb)

パラメーター
ASB asb: 通知されるASBステータスです。 

通知されたASBステータスは、com.epson.pos.driver.ASBで定義されている
定数で確認できます。詳細は、「プリンター仕様」を参照してください。

StatusCallbackEx

通知されたASBステータスを処理するイベントです。
詳細は32 ページの「BiSetStatusBackFunctionEx」を参照してください。

構文
StatusCallbackHandlerEx (ASB asb, String portName)

パラメーター
ASB asb: 通知されるASBステータスです。 

通知されたASBステータスは、com.epson.pos.driver.ASBで定義されている
定数で確認できます。詳細は、「プリンター仕様」を参照してください。

String portName:コールバックされたポート名が通知されます。
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(5) 本製品がお客様により不適切に使用されたり、本書の内容に従わずに取り扱われたり、またはエプソンお 
よびエプソン指定の者以外の第三者により修理・変更されたことなどに起因して生じた損害などにつきま
しては、責任を負いかねますのでご了承ください。

(6) エプソン純正品およびエプソン品質認定品以外のオプションまたは消耗品を装着してトラブルが発生した 
場合には、責任を負いかねますのでご了承ください。

商標
EPSON、EXCEED YOUR VISION、およびESC/POSはセイコーエプソン株式会社の登録商標です。
Microsoft®、Windows®、Visual Studio®、Visual C++®、Visual C#® は米国Microsoft Corporation    
の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
その他の製品名および会社名は、各社の商標または登録商標です。

ESC/POS® コマンドシステム
EPSON は、独自のPOS プリンターコマンドシステム、ESC/POSにより、業界のイニシアチブをとってき  
ました。ESC/POS は特許取得済みのものを含む数多くの独自のコマンドを持ち、高い拡張性で多才な POS
システムの構築を実現します。ほとんどの EPSON POS プリンターとディスプレイに互換性を持つほか、 
この独自の制御システムにはフレキシビリティーもあるため、将来アップグレードが行いやすくなります。そ
の機能と利便性は世界中で評価されています。

© Seiko Epson Corporation 2019 - 2021. 
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